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1 はじめに

くりこみ群とは、「現代の物理学が生み出した最も普遍的で、力強く、そして美しい理論的方法

である。」[1]とも紹介される、物理学の手法である。Wilsonが、素粒子物理での場の量子論の研

究のなかで生み出されたくりこみ群の理論と、統計物理学において発展していたスケーリング理論

などのアイディアを融合することにより、現在の理論の枠組みを完成させた。

　くりこみ群は、相転移と臨界現象を扱う上で発達してきたが、その手法は現在、統計力学や場の

理論にとどまらず、広い分野で応用が試みられている。一方、くりこみ群そのものに、いまだ発揮

されていない魅力があるのではという見方もあり、今後も理論や応用法の発達が期待されている。

2 講演内容

講演では、くりこみ群が発達する場となった相転移・臨界現象について主に紹介する。相転移・

臨界現象が見られる物理系についての説明に始まり、くりこみ群の理論を紹介しつつ、実際にくり

こみ群方程式を導き、それを解く。くりこみ群の使い方の基本的な流れがわかるよう、その手順を

紹介する。あなたは気づくと、繰り込まれた先の風景を見ている。

　基本的に、物理系の学部 1～2年生や数学系の方にも理解していただけるよう、統計力学の知識

は前提とせずに、説明を行う。
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